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2Ra-8　　　日本と中国の育児に関する教育の比較研究

　　　　　　滋賀大教育　　　○劉　笑燕、松村京子、貴田康乃

目的　中国では、学校教育の中で育児に関する教育はほとんどなされておらず、家庭教育、

社会教育として行われている。一方、日本においては、中学校、高等学校家庭科に保育領
域が含まれているが、現在の日本の成年男子は中国の場合と同様に学校教育で育児につい

て学んでいない。このような日本と中国とでは、結婚前の男女が、子どもに対してどのよ
うな感情をもっているのか、親になることについてどのように考えているのか、また、子

どもの発達や保育に関する知識はどの程度かなどについて調査を行い、その日中比較から、
今後の保育教育の方向性を検討した。

左疵　日本と中国の学生を対象に、調査用紙（日本語版、中国語版）を作成し、日本と中

国で調査を行った。調査期間は19 9 4年５月末から６月末である。
拉M.　日本の学生4 6 6名（男子1 6 1 名、女子3 0 5名に中国の学生4 2 8名（男子
19 8名、女子2 3 0名）から回答を得た。中国の学生は、r赤ちゃんの泣き声が耳ざわ
り」、「子どもがうるさくしているといらいらする」と答えた人が多く、日本の学生ほど、

子どもに対して良い感情をもっていないことがわかった。また、中国では、子どもは親の

言うことに従うべきであり、子どものわがままを認めないとする傾向があり。子どもを育

てたくない人が日本より多くみられた。さらに、「親になったら子どものためにがまんば
かりする」、「子育てとは毎日同じことの繰り返しである」など、ネガティブな認識をも
っていることがわかった。以上のことから、中国においては、子どもを優しく見つめ、受

け入れてあげることができるような情緒面の発達を促す教育が必要と思われる。

2Ra－9 スウェーデンの基礎学校における「子ども科」の学習内容の変遷

滋賀大教育　　松村京子

M血　スウェーデンの基礎学校（小・中学校）では、日本の家庭科に対応する学習は､「家

庭科」（食物を中心として家庭経営、住居を含む）、「工芸科」（布の工芸）、「子ども

科」の３教科に分かれて設置されており、教員養成もそれぞれ異なっている。その中でも、

日本の保育領域の学習に当たる「子ども科」は、他の北欧諸国においてもみられず、ユニ

ークな存在である。そこで、日本の保育教育を考えるために、「子ども科」の成り立ちと

変遷及びその背景について調べた。
方法　スウェーデンの基礎学校学習指導要領(Lgr 62 (1962年）、Lgr 69（1969年）、

Lgr 80（1980年）、Lpo 94（1994年））、審議会の報告書(SOU 92 （1992年））、

教科書、統計資料などから分析を行った。

結果　学習目標及び内容は学習指導要領の改訂毎に見直され、大きく変化してきている。

また、教科名についても、スウェーデンで最初の学習指導要領Lgr 62 では、「乳幼児の保

護、世話jという意味の「Barnavard」であったのが、Lgr 69からはr乳幼児についての

知識」という意味の「Barnkunskap」に変わった。学習内容の変化の特徴として、育児技
術を学ぶ学習から子どもについて知る学習へ、乳幼児についての学習から胎児や児童、生

徒を含んだ学習へ、子どもの成育環境の捉え方として家庭環境から社会環境へと変化して

きたこと、また、ハンディキャップ、性の平等、思春期の子どもの問題、様々な国の家族
　（移民家族）など、現実的、社会的な問題に関わる内容が加わってきたことがあげられる。
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